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４
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
市
内
で
在
宅
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
（
65
歳
以
上
）
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
時
・
災
害
時
の
迅
速

な
対
応
と
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査
し
た
福
祉
票
の
情
報
は
交

野
市
福
祉
総
務
室
、
消
防
本
部
と
も
共
有
し
て
お
り
ま
す
。

　

調
査
は
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
＊
対
象
者

　

在
宅
で
ひ
と
り
で
暮
ら
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
方

＊
調
査
方
法

　

地
域
の
民
生
委
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、福
祉
票
に
記
入
の
お
願
い
を
し
ま
す

＊
調
査
内
容

　

◦
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
等

　

◦
緊
急
時
の
連
絡
先

　

◦
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況

　

◦
か
か
り
つ
け
医
、
主
な
病
気

　

◦
困
っ
て
い
る
こ
と

　

◦
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
希
望
確
認

　

調
査
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
必
要
時
に
は
関
係
機
関
に
情
報
提
供
を
し

ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
目
的
外
使
用
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
登
録

す
る
こ
と
に
よ
り
、
緊
急
時
の
安
否
確
認
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
に
関
し
ま
し
て
は
、
基
準
日
以
降
で
も
随
時
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
社
協
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら
２

年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。

　

交
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

へ
の
義
援
金
の
受
付
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
多
く
の
方
か
ら
、

窓
口
や
街
頭
募
金
、
市
内
各
事

業
所
に
設
置
し
て
い
る
募
金
箱

な
ど
を
通
し
て
ご
協
力
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

義
援
金
は
、
平
成
23
年
３
月

14
日
か
ら
25
年
３
月
31
日
に
お

い
て
総
額
８
、４
６
７
、２
２
８
円

集
ま
り
、
交
野
地
区
募
金
会
か

ら
大
阪
府
共
同
募
金
会
を
通
じ

て
被
災
地
へ
送
金
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
中
央
共
同
募
金

会
の
義
援
金
受
付
期
間
が
、
当

初
、
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
受

付
期
間
が
平
成
26
年
３
月
31
日

ま
で
延
長
と
な
り
ま
し
た
。
交

野
地
区
募
金
会
に
お
き
ま
し
て

も
、
中
央
共
同
募
金
会
と
同
様
、

延
長
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

な
お
、
義
援
金
の
配
付
状
況

に
つ
き
ま
し
て
は
、
厚
生
労
働

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

地域の民生委員が訪問します

東
日
本
大
震
災
へ
の

　
　

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

　
　
　
　
　
　

調
査
を
実
施
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介
護
者
（
家
族
）
の
会
が
20
周
年
を
迎
え
ま
す

　

大
阪
教
育
大
学
教
育
学
部
教
養
学
科
准
教
授
新
崎
国
広
氏
に
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
お
願
い
し
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
地
域
福

祉
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
的
と
し
て
、
関

係
機
関
も
参
加
い
た
だ
き
、
約
２
カ
月
に
１
回
の
頻
度
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
の
た
め
に
有
効
な
事
例
検
討
を
一
つ
の
手
段
と
し
て
取
り
組
み

ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み
の
報
告
書
や
報
告
会
を
通
じ
て
目
に
見
え
る

形
で
可
視
化
を
し
、
多
く
の
方
に
我
々
の
取
り
組
み
や
思
い
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
今
ま
で
以
上
に
関
係
機
関
・
団
体
・
地
域
住
民
等
と
連
携

を
し
、
共
に
地
域
福
祉
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
３

月
15
日
に
公
開
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
支
援
関
係
者
や
行
政
関
係
者
、
他
市
の
専
門
職
の
方
々
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
か
ら
は
「
専
門
職
の
支
援
や
思
い
を
知
る

　

３
月
19
日
に
平
成
24
年
度
の

進
捗
状
況
の
報
告
会
を
行
い
、

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

社
協
の
取
り
組
み
状
況
や
、

計
画
目
標
で
平
成
24
年
度
・
25

年
度
に
関
連
す
る
項
目
、
計
画

の
基
本
施
策
ご
と
の
評
価
に
つ

い
て
、
社
協
と
し
て
の
課
題
・

今
後
の
方
向
性
・
評
価
を
説
明

し
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
、
当
事
者
組
織
、
福

祉
協
力
校
、
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
、

虹
色
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
等
、

事
業
内
容
で
関
連
性
の
強
い
取

り
組
み
や
研
修
会
等
の
精
査
、

本
計
画
の
ス
リ
ム
化
を
図
る
必

要
が
あ
る
な
ど
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
社
協
と
し
て
今
後
検

討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

25
年
度
は
本
計
画
の
中
間
年

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
関
係
機

関
・
団
体
等
の
取
り
組
み
状
況

や
評
価
等
も
集
約
し
本
計
画
全

体
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

◦
「
介
護
者
（
家
族
）
の
会
」
と
は
…

　
　

介
護
者
（
家
族
）
の
会
は
、
認
知
症
や
疾
病
、
障
が
い
等
に
よ
り

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
方
の
ご
家
族
が
、
仲
間
作
り
を
通
じ
て
、
心

　

身
の
負
担
を
軽
く
し
、
安
心
し
て
よ
り
よ
い
介
護
が
で
き
る
よ
う
結

　

成
さ
れ
た
会
で
す
。

◦
会
の
取
り
組
み

　
　

定
例
会
は
毎
月
第
４
火
曜
日
、
13
時
45
分
～
15
時
15
分
ま
で
、
ゆ

　

う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
座
談
会
や
介
護
に
関
す
る

　

出
前
講
座
、
施
設
見
学
、
調
理
実
習
、
新
年
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

　

で
す
。
年
３
回
、
会
報
も
発
行
し
て
い
ま
す
。

◦
入
会

　

随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
会
費
は
年
間
１
、０
０
０
円
で
す
。

◦
20
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
…

　

今
年
度
20
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
の
も
、
こ
れ
ま
で
一
緒
に
支
え
合
い
、

乗
り
越
え
て
き
た
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
各
位
の
ご
支
援

と
ご
協
力
の
賜
物
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

在
宅
介
護
の
現
場
で
は
、
認
知
症
高
齢
者

の
増
加
や
世
帯
の
単
身
化
・
高
齢
化
に
よ

る
介
護
力
の
低
下
、
老
々
世
帯
の
増
加
が

課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
厳
し
い
時
に
こ
そ
、
介
護
者
同
士

が
手
を
と
り
あ
い
、
助
け
合
え
る
仲
間
づ

く
り
が
必
要
だ
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
介
護
者
を
孤
独
に
せ
ず
、

交
野
で
介
護
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
え

る
よ
う
、
会
員
の
皆
様
と
共
に
取
り
組
む

所
存
で
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
長　

勝
井
和
代
）

第
２
期
交
野
市

 

地
域
福
祉
活
動
計
画

                  

進
捗
会
議

こ
と
が
で
き
た
」、「
地
域
を
信

じ
て
、
専
門
職
か
ら
地
域
に
率

直
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
て
ほ
し
い
。

地
域
は
力
が
あ
る
の
で
、
共
に

支
援
が
必
要
な
人
た
ち
を
支
援

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
な
ど
、

あ
り
が
た
く
心
強
い
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
多
く
の
方
々
と
の
支

援
の
関
係
づ
く
り
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
た
の
ら
し
い
地
域
福
祉
へ

  
～
専
門
職
か
ら
の

 

　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
提
案
～
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※当期収支差益△ 4,452（千円）に
　ついては、前期末支払資金残高
　40,957（千円）から措置をします。

❖
基 

本 

方 

針

　

第
２
期
交
野
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
中
間
年
度
に
あ
た
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
継
続
し
つ
つ
、
こ
の
２
年
間
の
地

域
に
お
け
る
課
題
を
は
じ
め
、
社
会
情
勢
・
経
済
情
勢
の
変
化
な

ど
を
も
考
慮
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
計
画
的
に
活
動
を
進
め

る
た
め
に
、
改
め
て
事
業
を
見
直
し
、
併
せ
て
市
が
策
定
し
た
福

祉
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
当
事
者
と
し
て
役
割

を
も
っ
て
、
官
公
民
が
連
携
・
協
働
し
、
更
な
る
地
域
福
祉
の
推

進
を
目
ざ
し
て
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
す
。

平成２５年度

事業計画・予算決定
３月２８日の理事会・評議員会において、平成 25 年度の事業計画・予算を審議決定！

❖
重 
点 
目 
標

①
社
会
福
祉
協
議
会
の
充
実

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
介
護
予
防
の
取
り
組
み
や
啓
発

　

・
高
齢
者
総
合
相
談
等
の
充
実

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
情
報
提
供
の
充
実
と
新
た
な
担
い
手
の

　

育
成

④
校
区
福
祉
委
員
会
活
動
の
推
進

⑤
団
体
や
事
業
所
、
行
政
と
の
連
携
を
図
り
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

　

を
推
進

⑥
地
域
支
援
事
業
の
推
進

⑦
自
立
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り
と
見
守
り
機
能
の
充
実

⑧
善
意
銀
行
の
啓
発
と
預
託
金
の
有
効
活
用

⑨
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
制
度
管
理
の
向
上
と
関
係
機
関
と

　

の
連
携
強
化

⑩
資
金
貸
付
事
業
の
実
施

⑪
世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実

⑫
一
人
で
外
出
が
困
難
な
要
介
護
者
、
要
支
援
者
、
障
が
い
者
の

　

支
援

◉平成２５年度事業予算◉

当期収支差益
　△ 4,452（千円）

単位：千円、　（　）内は％

事業収入　11,645（5.6）

会費収入　5,925（2.8）

寄付金収入　2,000（1.0）
共同募金配分金収入
5,111（2.5）

助成金収入
320（0.2）

その他
4,504（2.2）

介護保険収入
16,029（7.7）

経常経費補助金収入
15,800（7.6）

歳　出

211,926 世代間交流センター受託事業
68,955（32.6）

地域包括支援センター事業
47,868（22.6）

一般高齢福祉ｻｰﾋﾞｽ事業
11,428（5.4）

小地域ﾈｯﾄﾜｰｸ活動推進事業
20,643（9.8）

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動推進事業
6,662（3.1）

福祉ｻｰﾋﾞｽ利用援助事業
5,990（2.8）

善意銀行事業　470（0.2）

介護予防事業　456（0.2）

任意事業　7,671（3.6）

共同募金配分事業
5,114（2.4）

その他（資金貸付・基金運営）　848（0.4）

法人運営事業
35,305（16.7）

移送サービス事業　516（0.2）

歳　入

207,474

　　受託金収入
146,140（70.4）
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ありがとうございました　　平成２５年度　社協賛助会員会費

お　礼　と　報　告
一般特別賛助会員会費　5,250,376 円

企 業 賛 助 会 員 会 費　   541,000 円

　

住
民
の
皆
様
に
は
３
月
か
ら
区
長
会
を

通
じ
て
、
事
業
所
の
皆
様
に
は
振
込
や
校

区
福
祉
委
員
の
ご
協
力
を
得
て
、
社
協
の

会
員
募
集
に
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
役
員
の
皆
様
に
は
、
自
治
会

等
で
の
取
り
ま
と
め
を
し
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
会
費
の
総
額
は
、

４
月
16
日
現
在
、
５
、７
９
１
、３
７
６
円

で
す
。

　

い
た
だ
い
た
会
費
は
、
社
協
事
業
「
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
標
に
、
地
域
福
祉
の
一
層
の

充
実
を
図
る
べ
く
様
々
な
事
業
を
行
い
有

効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

会
費
を
い
た
だ
い
た
事
業
所
の
内
、
事

業
所
名
の
掲
載
を
承
諾
さ
れ
た
と
こ
ろ
の

み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
所
に
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
企
業
賛
助
会
員
は
随
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業

所
は
社
協
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成 25 年度会費実績
４月１６日現在　　　　（単位：円）

地 区 金 額
青 山 69,300
天 野 が 原 町 357,300
幾 野 267,550
梅 が 枝 71,350
駅 前 住 宅 138,600
私 市 457,200
私 市 山 手 181,600
私 部 568,200
行 殿 31,400
倉 治 561,000
郡 津 394,770

寺 96,900
南 星 台 153,914
浜 の 池 11,000
藤 が 尾 113,087
傍 示 1,200
星 田 583,700
星 田 西 126,300
星 田 山 手 196,550
松 塚 169,000
妙 見 坂 258,400
妙 見 東 151,350
向 井 田 114,805

森 175,900
地 区 合 計 5,250,376
企業賛助会員会費 541,000
総 合 計 5,791,376

企業賛助会員会費
3 , 0 0 0 円
5 , 0 0 0 円

1 0 , 0 0 0 円

★　

１
０
、０
０
０
円

▼
㈲
中
與
▼
日
亞
ペ
イ
ン
ト
株
式

會
社
▼
中　

章
▼
掬
営
界
教
団
本

部
▼
㈱
そ
う
ま
電
器
▼
㈱
橘
内
建

設
▼
明
石　

恵
実
▼
西
井
医
院
▼

小
林
診
療
所
▼
株
式
会
社
雨
田
組

▼
㈱
グ
リ
ー
ン
京
阪
▼
交
野
開
発

株
式
会
社
▼
シ
ル
バ
ー
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
清
水
▼
協
和
電
子
部
品
㈱
▼

幸
福
米
穀

★　

５
、０
０
０
円

▼
㈱
平
田
設
備
工
産
▼
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
交
野
㈱
▼

（医）
多
々
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
▼
山
本
整
形
外
科
▼
ダ

ス
キ
ン
交
野
▼
滝
川
モ
ー
タ
ー
ス

▼
㈱
上
田
建
築
工
務
店
▼
㈱
飛
天

苑　

か
な
で
ホ
ー
ル
▼
北
河
内
農

協
▼
㈱
北
村
商
店
▼
田
和
酒
店
▼

堂
野　

孝
▼
㈱
小
綿
商
店
▼
㈱
カ

ネ
コ
商
店
▼
星
の
森
▼
角
田
歯
科

医
院
▼
水
谷
工
業
㈱
▼
㈱
佐
々
木

商
会
▼
東
工
務
店
▼
㈱
加
地
▼
仕

出
し
の
和
魂
▼
新
庄
陸
五
郎
商
店

▼
㈱
オ
ク
ノ
生
コ
ン
▼
新
関
西
製

鐵
㈱
▼
Ａ
コ
ー
プ
星
田
店
▼
星
田

南
病
院
▼
後
藤
医
院
▼
は
と
産
婦

人
科
▼
星
田
テ
ニ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー

（
星
田
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
）
▼
カ
ジ

タ
薬
局
▼
ほ
し
だ
幼
稚
園
▼
㈲
杉

村
工
業
▼
明
和
製
作
所
▼
前
内
技

研
工
業
㈱

★　

３
、０
０
０
円

▼
き
た
じ
ま
接
骨
院
▼
喫
茶　

星

▼
ふ
る
さ
と
▼
辰
巳
寿
司
▼
河
内

屋
▼
福
々
▼
大
阪
ト
ヨ
タ
自
動
車

㈱
交
野
支
店
▼
㈱
テ
ィ
・
ア
イ
・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
▼
今
田
獣
医

科
病
院
▼
お
菓
子
工
房　

新
▼

（医）

山
添
医
院
▼
シ
ェ
・
ゴ
ン
・
ペ
ー

ル
▼
雲
川
歯
科
医
院
▼
カ
タ
ノ
薬

局
▼
芦
田
商
店
▼
㈱
ビ
ュ
ー
テ
ィ

サ
ロ
ン　

モ
リ
ワ
キ
▼
㈱
つ
く
し

▼
㈱
山
添
電
機
▼
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン

お
お
ま
ち
▼
は
り
治
療
院
宝
命
堂

▼
㈲
ト
ミ
ヤ
▼
㈱
か
た
の
書
房
▼

㈲
往
古
酒
店
▼
珈
琲
倶
楽
部
談
話

室
▼
原
歯
科
医
院
▼
札
埜
呉
服
店

▼
た
な
か
や
▼
相
馬
運
送
㈱
▼
北

口
工
業
㈱
▼
す
し
家
の
繁
▼
ニ
ッ

コ
ー
▼
花
栄
▼
小
菓
医
院
▼
小
川

電
業
㈱
▼
明
石
ク
リ
ニ
ッ
ク
▼
㈱

仙
波
鉄
工
所
▼
今
堀
ぶ
ど
う
園
▼

寿
美
典
福
会
▼
Ｆ
ｏ
ｒ 

Ｙ
ｏ
ｕ

ア
オ
ヤ
マ
▼
ス
ウ
ィ
ー
ト
い
ず
み

▼
㈱
ノ
ボ
ル
電
機
製
作
所
▼
東
井

運
輸
㈲
▼
さ
く
ら
デ
ン
キ
▼
さ
く

ら
リ
フ
ォ
ー
ム
▼
北
陸
工
業
㈱
▼

Ｋ
Ｂ
Ｃ
デ
ン
キ
星
田
店
▼
お
か
の

歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
▼
Ｋ
美
容
室
▼

星
の
郷　

総
合
教
室
▼
い
わ
ふ
ね

接
骨
院
▼
さ
つ
ま
寿
し
▼
ホ
ン
ダ

ウ
イ
ン
グ
交
野
▼
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン

ピ
エ
ー
ル
▼
㈲
大
良
工
務
店
▼
大

景
医
院
▼
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
た
つ

み
▼
㈲
ネ
ッ
ト
マ
ク
ロ
ス
▼
樟
葉

電
気
設
備
管
理
事
務
所
▼
㈱
中
角

物
産

掲
載
を
辞
退
さ
れ
た
事
業
所
等
も
あ
り

ま
す
。

協 　 力 　 企 　 業 　 名 （順不同・敬称略）
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地域包括支援センターコーナー
　～ 保健師だより ～
　花粉症は植物の花粉が原因となって起こるアレルギー性の病気で、くしゃみ、鼻みず、鼻づまりが 3 大症状として知
られています。しかし、人によってはこれに伴って、目の症状やのどの症状、全身倦怠感などをはじめ、さまざまな症状
がみられることもあります。
　日本では、花粉症のなかでもスギやヒノキの花粉症が多いため、花粉症といえば春、と思われているかもしれません。
しかし、スギやヒノキなどの花粉のほかにも、秋に飛ぶイネ科、キク科植物など約 60 種類の花粉が花粉症の原因として
報告されていて、地域によっても飛ぶ花粉の種類や時期はちがいます。

　◆外出時の対策　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆家の中での対策
　　①マスクやメガネを着用　　　　　　　　　　　　　　①帰宅したら花粉をよくはらい、洗顔、うがいをおこなう　
　　②上着は表面がスベスベした素材のものに　　　　　　②窓や戸のむやみな開閉は避け、部屋の掃除をこまめに行う
　　③テレビや新聞などの花粉飛散情報を毎日チェック

～マスクの効果について～
マスクは、花粉の飛散の多いときには吸い込む花粉をおよそ 3 分の１から 6 分の１に減らし、鼻の症状を少なくさせる
効果が期待されています。また、花粉症でない方も、花粉を吸い込む量を少なくすることで、新たに花粉症になる可能性
を低くすることが期待されています。風が強いと鼻の中に入る花粉はマスクをしていても増え、効果は減弱するといった
報告もあります。マスクをしていても完全防備にならず、過大に信用は禁物です。

Q, 花粉症のニュースを 
  見ると憂鬱になる？ 

Q, くしゃみ、鼻汁、鼻づま 
 りの症状がある？ 

Q, 鼻水が黄色っぽい Q,  熱がある 

かぜの疑い 
花粉よりもかぜが疑われます。 

Q, 1日に鼻をかむ回数は？ Q, 1日にくしゃみをする回数は？ 

Q, 鼻はつまっているほうですか？ Q, アレルギーのものがある 

※この診断はあくまで、目安的なものになっています。医師の診断をお受けいただくことをお勧めいたします。 

花粉症の疑い 
0％～25％ 

花粉症の疑いは低いです。 
ただし、この診断はあく
まで目安的なものです。
現在、スギ花粉症は日本
人の約16％にあるとい
われております。気にな
る方は医師の診断をお
受けいただくことをお
勧めします。 

花粉症の疑い 
2 6％～50％ 

花粉症の疑いは低いの
ですが、可能性がないと
も言い切れません。 
気になる方は一度、医師
の診断をお受けいただ
くことをお勧めします。 

花粉症の疑い 
51％～75％ 

花粉症の疑いがあります。 
花粉症はその年の花粉
の飛散量によって発症し
ない患者さんもいます。
風邪との区別も医師で
しか分かりづらいものです。
一度、医師の診断をお受
けいただくことをお勧め
します。 

花粉症の疑い 
76％～100％ 

花粉症の疑いが濃厚です。 
早めに医師の診断をお
受けいただくことをお勧
め致します。仕事や勉強
などの日常生活に支障
をきたさないような薬も
処方してもらえるようです。 

Q, 花粉症かな？と思う 
a. 花粉症だと思う 

b. わからない 

Q, 目のかゆみはありますか？ 

a. 憂鬱になる 

b. 特に気にならない 

a. ある 

b. ない 

a. ある 

b. ない 

a. 10回以上 

b. 10回未満 

a. つまっている 

b. つまらない 

a. そうではない 

b. 黄色っぽい 

a. 熱はない・あるいは37.5℃以下 

b. 37.6℃以上 

a. 10回以上 

b. 10回未満 

a. ある 

b. 特にない 

※厚生労働省ＨＰ「花粉症的確な花粉症の治療のために」より抜粋

≪セルフケア対策≫

≪あなたは花粉症？ かんたん診断≫
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平
成
25
年
３
月
23
日
（
土
）
に
第
５
回
交
野
市
医
療
介
護
連
携
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

交
野
市
内
の
か
か
り
つ
け
医
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

を
含
む
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
、行
政
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

等
、
合
計
83
人
の
方
が
参
加
し
、
在
宅
医
療
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
研

修
を
行
い
、
そ
の
後
連
携
に
つ
い
て
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
も
交
野
市
医
療
介
護
連
携
会
を
年
２
回
の
開
催
を
予
定
し
て

お
り
、
高
齢
者
の
皆
様
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
、
今
後
も

医
療
機
関
や
行
政
、
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

～
第
５
回
交
野
市
医
療
介
護
連
携
会
を
開
催
し
ま
し
た
～

　

３
月
28
日
（
木
）
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
希
望
（
東
倉
治
）
で
、
キ
ッ
ズ
向
け
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
子
ど
も
17
人
を
含
む
30
人
の
方
が
参
加
し
、
認
知
症
を
テ
ー
マ
に
し
た
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家
の
劇

を
と
お
し
て
、「
認
知
症
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
交
野
市
内
の
相
談
窓
口
で
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
交
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
Ｃ
Ｓ
Ｗ

の
内
容
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
担
当
者
か
ら
説
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
希
望
の
職
員
さ
ん
と
に
じ
丸
ち
ゃ
ん
の
フ
ラ
ダ

ン
ス
シ
ョ
ー
で
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
衣
装
は
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
希
望
の
入
居
者
さ
ん
の
手
作
り
で
す
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
か
ら
は
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
や
さ
し
く

す
る
」「
道
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
教
え
て
あ
げ
る
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
大

人
の
方
か
ら
は
、「
子
ど
も
向
け
な
の
で
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」
と

大
変
好
評
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
お
住
ま
い
の
地
域
で
講
座
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
地
域
で
講
座
開
催
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
０
７
２
ー
８
９
３
ー
６
４
２
６
）ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

～
キ
ッ
ズ
向
け
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
～

【テーマ】困ったな…
　　　　認知症の親のお金が引き出せない！
　　　　　〜知っておきたい成年後見制度

【内　容】成年後見制度について事例を交え
　　　　てわかりやすく講義致します。現在
　　　　制度を利用していて悩んでいる方も、
　　　　これから申請しようと思われている
　　　　方や今後の為に聞いておきたいとい
　　　　う方も是非お越しください。

【講　師】ＮＰＯ法人成年後見支援・普及センター
　　　　　司法書士　堀　泰夫さん

【日　時】平成 25 年 6 月 28 日（金）
　　　　　　午後１時 30 分～３時 30 分

【場　所】ゆうゆうセンター 2 階
　　　　　お年寄り健康教室・体験学習室

【申し込み・問い合わせ】
　　　　　交野市地域包括支援センター

　昨年度、交野市において「若年認知症支援者養成研
修」を５回連続講座で開催し、多くの方の参加をいた
だきました。
　研修終了後、交野市で若年認知症の方の支援を検討
していくにあたり、現在介護をされている方を対象と
した座談会を開催し、介護の悩みや病気に対する不安
などの意見交換を行いたいと思います。
　当日は、現在介護されている家族の方から介護体験
をお話ししていただく予定をしておりますので、お時
間がある方は是非ご参加ください。

【日　時】平成 25 年５月 15 日（水）午後１時～３時
【場　所】ゆうゆうセンター　３階研修室
【対　象】現在、若年認知症の方を介護されている方
【問い合わせ先・申し込み先】
　　　　　交野市地域包括支援センター　
　　　　　０７２－８９３－６４２６
　　　　　（月～金　午前９時～午後５時 30 分）

～若年認知症の方を介護されている
　　　家族向けに座談会を開催します～
～若年認知症の方を介護されている
　　　家族向けに座談会を開催します～

成 年 後 見 制 度 研 修 会
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
社
協
お
よ
び
社
協
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
じ

丸
ち
ゃ
ん
を
Ｐ
Ｒ
し
、
さ
ら
な
る
地
域
福
祉
の
推
進
と
親
し
み
や
す
い
社
協
運
営

の
た
め
に
、
に
じ
丸
ち
ゃ
ん
の
着
ぐ
る
み
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

貸
し
出
し
で
き
る
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
公
共
的
団
体
が
公
共
目
的
で
使
用
す
る
と
き
。

②
報
道
機
関
等
が
報
道
ま
た
は
広
報
の
目
的
で
使
用
す
る
と
き
。

③
前
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
社
協
会
長
が
特
に
認
め
た
場
合

地
域
の
サ
ロ
ン
や
行
事
、
お
祭
り
に
な
ど
イ
ベ
ン
ト
に
い
か
が
で
す
か
。
詳
し
く

は
、
社
協
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
紹
介
⑨

交野地区募金会の
 理事会が開催されました

　昨年 10 月～ 12 月、赤い羽根共同募金、歳末
たすけあい運動募金を実施しました。また、24
年度募金配分を受けて右記の事業報告どおり実
施しました。
　平成 25 年度においても昨年同様の募金運動
ならびに地域の自主的な福祉活動の推進、安心・
安全なまちづくり事業の推進に取り組みます。
　なお、平成 25 年度事業予定につきましては、
次号に掲載します。

◦平成 24年度共同募金地域配分 ( 単位：円 )

配　　分　　先 金　　額
福祉団体 663,000
安心・安全まちづくり事業 2,931,578
校区福祉委員会 210,000
社協（災害研修・災害備品） 232,000
社協（啓発事業：社協だより） 1,223,880
社協（地域福祉活動計画推進事業） 350,000
社協（福祉協力校推進事業） 90,000

合　　　　　計 5,700,458

※平成 23 年度送金した赤い羽根共同募金と歳末たすけあい　
　運動募金（繰越金）を平成 24 年度大阪府共同募金会より　
　5,700,458 円配分を受け、上記のとおり配分しました。

平成２４年度　事業報告平成２４年度　事業報告

　

外
出
介
助
「
か
ざ
ぐ
る
ま
」
は
、
足
の
不
自
由
な
方
に
は
車
い
す
を
押
し
た
り

な
ど
、
ひ
と
り
で
は
外
出
で
き
な
い
ひ
と
の
た
め
に
、
外
出
の
お
手
伝
い
を
す
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。
通
院
同
行
や
薬
の
受
け
取
り
、
通
学
の
介
助
、
高
齢
者
向
け
の

施
設
で
の
行
事
の
お
手
伝
い
な
ど
、
依
頼
に
も
と
づ
い
て
お
手
伝
い
し
ま
す
。
ま

た
、
お
花
見
な
ど
四
季
折
々
の
行
事
も
一
緒
に
な
っ
て
お
出
か
け
し
ま
す
。

春
・
・
・
桜
の
木
の
下
で
シ
ー
ト
を
敷
き
花
の
香
り
と
一
緒
に
お
弁
当
を
食
べ

夏
・
・
・
蝉
の
大
合
唱
の
木
陰
で
屋
台
の
焼
き
そ
ば
を
食
べ　

ソ
ー
メ
ン
流
し
で

　
　
　
　

ひ
と
時
の
涼
を
感
じ
る

秋
・
・
・
食
欲
の
秋
、
お
は
ぎ
つ
く
り
に
精
を
出
し
、
た
こ
焼
き
に
舌
鼓
を
打
つ

冬
・
・
・
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
一
緒
に
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
楽
し
み　

忘
年
会
で
食

　
　
　
　

べ
て
楽
し
く
歌
う

外
出
介
助
「
か
ざ
ぐ
る
ま
」

外
出
介
助
「
か
ざ
ぐ
る
ま
」

～平成 24 年度事業報告ならびに、
  平成 25 年度地域配分等を審議決定～

活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

方
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
８
９
４
ー
３
７
３
７
）
に
ご

連
絡
下
さ
い

に
じ
丸
ち
ゃ
ん
い
か
が
で
す
か

倉治小学校区いきいきサロン合同クリスマス会にて



出 

前 

講 

座 

の 

利 

用 

を

第 117 号平成 25 年 5 月

「社協だより」作成には、共同募金の配分金を活用させていただきました。

８ページ

 善意銀行へ

    ご寄付ありがとうございました
（預託者名簿）

平成２５年１月１日～３月３１日まで

１月
◆堀内 護さん（妙見坂）から　　　　　　　　   3,888 円
◆匿名さんから　　　　　　　　　　　　　 100,000 円
　指定預託として社会福祉協議会移送サービス事業に
◆新関西製鐵労働組合から　　　　　　　　 100,000 円
◆岡本 功さん（松塚）から　　　　　　　　　 30,000 円

2 月
◆岡本 功さん（松塚）から　　　　　　　　　 30,000 円

3 月
◆鶴 三次さん（枚方市津田）から　　　　　  12,600 円
◆門口 保男さん（星田）から　　　　　　　　 50,000 円
◆岡本 功さん（松塚）から　　　　　　　　　 30,000 円

車いすや杖など福祉用具を貸出
　市内在住の人に限り、無料で車いす・杖・松葉杖の短期間(最
高１ヵ月 ) の貸し出しを行っています。貸し出しを希望され
る人は、社会福祉協議会事務局まで申し込んでください。

　

交
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
事
業
を
中
心
に
地
域

の
み
な
さ
ん
が
知
り
た
い
、
聞
き
た
い
、
学
び
た
い
内
容
を
、
職
員
が
出
向
い
て
話
を
す

る
職
員
出
前
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
対　
　
　

象
】　

市
内
在
住
、在
勤
、在
校
の
10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

【
講
座
内
容
】　

下
記
の
と
お
り

【
開
催
日
時
】　

原
則
と
し
て
、土
日
祝
日
を
除
く
、午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
（
日
時
調
整
に
つ
い
て
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
）

【
開
催
場
所
】　

市
内
に
限
る
（
会
場
は
、申
し
込
み
を
し
た
団
体
が
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

【
費　
　
　

用
】　

無　

料

【
申
し
込
み
】　

開
催
予
定
日
の
20
日
前
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
電
話
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】　

交
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
電
話　

８
９
５ 

ー 

１
１
８
５
）

交野市社会福祉協議会　出前講座一覧表
講　座　名 内　　　容

地域福祉活動計画とは？ 「顔の見える関係づくり」を実現するための計画についてお話します。

小地域ネットワーク活動って？ 地域の人たちが安心して暮らすために、小地域ネットワーク活動は大切な活動です。小地
域ネットワーク活動についてわかりやすくお話します。

ボランティア活動について ボランティアやその活動、ボランティアセンターの役割についてお話します。

車いすの使い方など 車いすの基本的な操作の仕方を学び、体験します。

アイマスク体験など 視覚障がい者について学び、どのような介助方法が適切か体験をとおして学びます。

日常生活に不安を感じたら・・・ 郵便物が届いたけど、内容がよくわからない、お金を計画的に使えない等、日常生活の不
安について支援する事業の紹介をします。

ＣＳＷ（コミュニティソーシャル
ワーカー）について ＣＳＷの役割や機能について、事例を通してわかりやすくお話します。

認知症サポーター講座 認知症の人やその家族を地域で支えるサポーターになるために、キャラバン・メイトが認
知症の疾患や対処の仕方などについてお話します。

共同募金について 共同募金の歴史や用途、活動内容などについてお話します。

地域包括支援センターについて ６５歳以上の高齢者の相談窓口としての役割や機能についてお話します。

高齢者一般施策のご案内 配食サービスや緊急通報など、高齢者のためのサービス等についてわかりやすくお話しま
す。

介護保険制度について 介護保険制度についてわかりやすくお話します。

高齢者の権利擁護について 成年後見制度や高齢者虐待防止・予防について必要なことをお話します。

介護予防について 介護が必要とならないように予防するポイントについてお話します。

　※上記以外の講座を希望される場合には、社会福祉協議会までお気軽にご相談ください。（TEL：８９５－１１８５）


